
■
あ
な
た
の
身
近
な
男
女
共
同

参
画
セ
ミ
ナ
ー
そ
の
３

内
容　

更
年
期
〜
男
女
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
〜
。 

日
時　

9
月
17
日
（
水
）
19

時
〜
21
時

場
所　

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

費
用　

無
料

定
員　

30
人

募
集
期
間　

9
月
12
日
（
金
）

ま
で

そ
の
他　

定
員
に
達
し
次
第
締

切（
託
児
は
要
予
約
）。講
師
は
、

助
産
師
の
笹
良
秀
美
氏
で
す
。

■
上
級
救
命
講
習
会

「
も
の
よ
り
も　

確
か
な
備
え　

救
急
法
」
愛
す
る
命
を
守
り
た

い
！

内
容　

成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生

法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）、そ
の
他（
外

傷
等
の
処
置
、
止
血
法
、
異
物

除
去
法
、
患
者
搬
送
法
な
ど
）。

日
時　

9
月
20
日
（
土
）
9

時
〜
18
時

場
所　
市
消
防
本
部
2
階
講
堂

定
員　

30
人
（
市
内
在
住
・
在

勤
の
方
優
先
）

募
集
期
間　

9
月
19
日
（
金
）

ま
で
。
受
付
時
間
は
、
9
時

か
ら
17
時
ま
で
（
土
･
日
･

祝
日
を
除
く
）。

■
消
防
設
備
士
試
験
に
つ
い
て

日
時　

10
月
26
日
（
日
）

場
所　

琉
球
大
学
、
宮
古
工
業

高
等
学
校

申
込
期
間　

9
月
24
日
（
水
）

〜
10
月
1
日
（
水
）　

申
込
方
法　

受
験
願
書
を
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
ま
た
は

直
接
窓
口
へ
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
受
験
案
内
書
は
各
消
防
本

部
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

試
験
種
類　

甲
種
（
第
1
類

〜
第
5
類
）、
乙
種
（
第
1

類
〜
第
7
類
）

問
い
合
わ
せ　
（
財
）
消
防

研
究
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部　

〒
9
0
0
―
0
0
2
9

那
覇
市
旭
町
1
1
6
―
3
7

自
治
会
館
6
階

☎
9
4
1
―
5
2
0
1

■
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

内
容　

離
乳
食
に
つ
い
て
の
講

話
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。

試
食
（
保
護
者
の
み
）。

日
時　

10
月
10
日
（
金
）
13
時

30
分
〜
16
時
（
13
時
〜
受
付
）

対
象　

5
か
月
〜
8
か
月
の

乳
児
を
持
つ
保
護
者
（
市
内
在

住
）

募
集
期
間　

9
月
10
日
（
水
）

〜
10
月
7
日
（
火
）

そ
の
他　

ゆ
っ
く
り
講
話
を
聞

く
た
め
に
、
お
子
さ
ん
は
預
け

て
来
る
こ
と
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。　

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

内
容　

食
事
と
健
診
結
果
と
の

関
連
・
食
事
の
選
び
方
・
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・

妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
赤

ち
ゃ
ん
人
形
抱
っ
こ
体
験
。

日
時　

10
月
5
日
（
日
）
9

時
〜
12
時

対
象　

妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー

ト
ナ
ー
の
方
（
市
内
在
住
）

募
集
期
間　

9
月
5
日
（
金
）

〜
10
月
2
日
（
木
）

■
一
般
健
康
相
談

　

健
診
結
果
を
眠
ら
せ
た
ま
ま

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
動
脈
硬

化
予
防
の
た
め
に
今
で
き
る
こ

と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

内
容　

生
活
習
慣
病
の
予
防
、

心
身
の
健
康
に
関
す
る
悩
み
に

つ
い
て
保
健
師
等
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
個
別
に
対
応
し
ま

す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日

10
時
〜
12
時
（
祝
祭
日
除
く
）

場
所　

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談
室

対
象　

市
内
在
住
の
方

費
用　

無
料

そ
の
他　

予
約
者
優
先
に
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
申
込

み
く
だ
さ
い
。
ま
た
当
日
は
、

健
診
結
果
や
親
子
健
康
手
帳
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。　

■
生
活
習
慣
病
は
無
口
で
す

　
「
生
活
習
慣
病
」
は
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
、
あ
る

日
突
然
発
症
、
重
症
化
な
ど
の

深
刻
な
結
果
を
招
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
特
定
健
診
（
自

己
負
担
な
し
）」、「
が
ん
検
診

（
一
部
自
己
負
担
あ
り
）」
を
年

に
1
回
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

　

9
月
の
総
合
健
診
（
集
団

健
診
）
の
予
約
受
付
を
開
始
し

ま
す
。

日
時　

9
月
27
日
（
土
）、
28

日
（
日
）

場
所　

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

予
約
期
間　

9
月
8
日
（
月
）

〜
12
日
（
金
）

予
約
申
込
先　

沖
縄
県
健
康
づ

く
り
財
団 

☎
8
8
9
―
6
4
5
2

■
平
成
26
年
度
第
Ⅱ
期
常
設
展

　
「
う
る
し
で
発
見
！
あ
・
い
・

う
・
え
・
お
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク日
時 

9
月
13
日
（
土
）
14
時

〜費
用　

一
般
1
5
0
円
、
大

学
生
1
0
0
円
、
高
校
生
以

下
無
料

■
美
術
館
で
わ
ぁ
お
!!
わ
く
わ

く
ア
ー
ト
×
ク
ラ
フ
ト
展

期
間　

9
月
15
日
（
月
）
ま

で費
用　

一
般
8
0
0
円
、
高
・

大
学
生
5
0
0
円
、
小
中
学

生
2
0
0
円
、
未
就
学
児
童

無
料

■
秋
の
子
ど
も
体
験
教
室
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
グ
ッ
ズ
を
作
ろ

う
！
」

内
容　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
む

仮
装
グ
ッ
ズ
や
、
部
屋
か
ざ
り

な
ど
を
作
り
ま
す
。

日
時　

10
月
18
日
（
土
）

費
用　

5
0
0
円

募
集
期
間　

9
月
16
日
（
火
）

〜
10
月
9
日
（
木
）

そ
の
他　

申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
は
な
し
の
部
屋

テ
ー
マ　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
。

日
時　

9
月
13
日
（
土
）
15

時
30
分
〜
16
時　

場
所　

か
た
り
の
部
屋

対
象　

4
歳
以
上

そ
の
他　
「
お
は
な
し
の
木
の

会
」
に
よ
る
語
り
聞
か
せ
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
。

■
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
お
は
な

し
会

テ
ー
マ　

運
動
会
の
お
は
な

し
。　

日
時　

9
月
21
日
（
日
）
15

時
30
分
〜
16
時

場
所　

か
た
り
の
部
屋　

そ
の
他　

図
書
館
職
員
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
。

■
お
は
な
し
の
た
か
ら
箱

テ
ー
マ　

沖
縄
・
浦
添
の
民
話
、

た
べ
も
の
の
お
は
な
し
。

日
時　

9
月
28
日
（
日
）
15

時
30
分
〜
16
時

場
所　

か
た
り
の
部
屋　

そ
の
他　

図
書
館
職
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
民
話
の
朗
読

や
絵
本
等
の
読
み
聞
か
せ
。

■
英
語
の
お
は
な
し
会

日
時　

10
月
7
日
（
火
）
16

時
〜
16
時
30
分

場
所　

か
た
り
の
部
屋　

そ
の
他　

浦
添
市
国
際
交
流
員

ク
ッ
ク
・
マ
リ
コ
氏
に
よ
る
英

語
の
絵
本
等
の
読
み
聞
か
せ
。

◆
休
日
の
ご
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ

ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
休
日
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
の
検
索
・
予
約
は
可
能
で

す
。

■
簡
単
!
英
会
話
（
全
５
回
）

内
容　

日
常
で
、
旅
先
で
、

ち
ょ
っ
と
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
等

で
交
わ
す
簡
単
な
英
会
話
を
中

心
に
学
習
し
、
英
語
に
親
し
み

な
が
ら
料
理
や
交
流
を
楽
し

み
、
世
界
の
こ
と
を
知
る
き
っ

か
け
作
り
を
す
る
。
初
心
者
向

け
の
料
理
実
習
（
ネ
パ
ー
ル
カ

レ
ー
）
あ
り
。

期
間　

9
月
30
日
（
火
）
〜

10
月
28
日
（
火
）、
19
時
〜
21

時場
所　

市
中
央
公
民
館
視
聴
覚

室対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

費
用　

材
料
費
7
0
0
円

定
員　

20
人

申
込
期
間　

9
月
4
日
（
木
）

〜
18
日
（
木
）

申
込
方
法　

電
話
・
窓
口
に
て

（
先
着
順
）

■
一
人
で
結
べ
る
御
太
鼓
作
り

日
時　

9
月
18
日
（
木
）
12

時
〜
16
時

費
用　

60
円
（
保
険
代
）

定
員　

10
人

必
要　

ミ
シ
ン
、帯
、裁
縫
セ
ッ

ト
、
布
（
ヒ
モ
の
材
料
）

そ
の
他　

講
師
は
、
満
名
苗
子

氏
で
す
。

■
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
「
チ
ュ

ニ
ッ
ク
作
り
」（
全
２
回
）

日
時　

9
月
24
日
（
水
）、
10

月
1
日
（
水
）
12
時
〜
16
時

費
用　

4
6
0
円
（
材
料
費
・

保
険
代
）

定
員　

7
人

必
要　

ミ
シ
ン
、
着
物
ま
た
は

古
着
、
裁
縫
セ
ッ
ト

そ
の
他　

講
師
は
、
比
嘉
勝
代

氏
で
す
。

◆
講
座
の
受
付
は
、
9
月
7

日
（
日
）
9
時
か
ら
で
す
。

◆
不
要
品
提
供
の
お
願
い

　

衣
類
、
中
高
生
の
制
服
、
本

（
マ
ン
ガ
や
週
刊
誌
除
く
）、
台

所
用
品
、
ベ
ビ
ー
用
品
、
そ
の

他
雑
貨
（
電
池
、
電
気
製
品
除

く
）
な
ど
、
誰
か
に
使
っ
て
欲

し
い
と
い
う
物
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
次
の
人
が
気
持
ち
よ
く
使

え
る
状
態
（
衣
類
・
食
器
類
は

洗
っ
た
状
態
）
で
の
持
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
不
用
品
持
込
み
の
際
は
、
ご

住
所
を
確
認
で
き
る
運
転
免
許

証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
食
器
の
無
料
貸
出

使
い
捨
て
食
器
を
減
ら
そ
う
！

　

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
で
使
え
る
食
器
や
道
具

が
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
浦
添
市

以
外
の
方
も
ご
利
用
で
き
ま

す
。

浦
添
市
男
女
共
同
参
画
推
進

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
8
7
4
―
5
7
1
1
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浦
添
消
防
本
部

☎
8
7
5
―
0
1
0
5

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
・
F
A
X
8
6
1
―
３
１
９
６

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、

16
日
（
火
）、
23
日
（
火
）

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎
8
7
9
―
5
5
0
3

浦
添
市
立
図
書
館

☎
8
7
6
―
4
9
4
6

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

浦
添
市
美
術
館

☎
8
7
9
―
3
2
1
9

休
館
日 　

毎
週
月
曜
日

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
8
7
5
―
2
1
0
0

『イクメン』から『イクボス』への広がり
　女性が輝く社会の実現に向けた取組が様々な分野で展開
されつつありますが、女性が出産後も就業を継続するには、
男性の家事・育児参加も重要となってきます。
　すでに、『イクメン』という言葉はかなり浸透してきていま
すが、子育てに積極的に関わりたいと考える男性の中には、
育児休業等を活用しにくい雰囲気や、周囲の人が残っている
と退社しにくい雰囲気があると感じている人もいます。そこ
で、最近のキーワードとして注目されているのが『イクボス』
です。イクボスとは、従業員や部下の育児参加に理解のある
事業主や上司のことで、それぞれの状況を考慮して、業務の時
間的効率を高める工夫やチーム力を上げるマネジメントが求
められます。
　男性の育児参加や働き方の見直しの意義が広く世の中に
浸透し、みんなが仕事と家庭の調和（ワーク・ライフ・バランス）
を考えていくことで、『イクメン』や『イクボス』がただの流行語
に終わらずに、社会に定着していくのかもしれませんね。

 問い合わせ　
浦添市男女共同参画推進ハーモニーセンター
☎874-5711

喋々喃々
喋々喃々とは男女が打ち解けて楽しそうに語りあっている様子
を意味する四字熟語

ちょうちょうなんなん


